


映
画
「
標
的
の
村
」
を
鑑

賞
し
た
仲
間
か
ら
「
ぜ
ひ
現

地
に
行
き
た
い
。
応
援
し
た

い
」
と
声
が
あ
が
り
、
新
婦

人
支
部
が
企
画
・
主
催
し
て
、

「
標
的
の
村
」
へ
の
旅
を
行

い
ま
し
た
。
７
月
15
日
か
ら

17
日
ま
で
の
３
日
間
、
男
性

３
名
を
含
む
総
勢
18
名
で
出

か
け
ま
し
た
。

１
日
目
、
那
覇
空
港
か
ら

一
路
、
北
部
「
や
ん
ば
る
」

へ
向
い
ま
し
た
。
目
的
地
・

東
村
高
江
で
す
。
「
国
に
訴

え
ら
れ
た
東
村
・
高
江
の
住

民
た
ち
」
が
た
た
か
っ
て
い

る
場
所
で
す
。
「
ヤ
ン
バ
ル

の
豊
か
な
自
然
を
守
り
た
い
。

家
族
を
守
り
た
い
」
と
、
事

故
が
多
発
し
て
い
る
「
オ
ス

プ
レ
イ
」
の
着
陸
帯
が
自
宅

の
す
ぐ
近
く
に
建
設
さ
れ
る

と
聞
き
、
や
め
て
く
れ
と
声

を
あ
げ
た
高
江
の
皆
さ
ん
、

６
人
の
子
ど
も
を
抱
え
る
安

次
嶺
さ
ん
が
「
住
民
の
会
」

を
つ
く
り
座
り
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
国
に
「
通
行
妨
害
」
と

訴
え
ら
れ
た
前
代
未
聞
の
裁

判
で
す
。
県
内
か
ら
支
援
の

皆
さ
ん
が
泊
ま
り
込
み
で
監

視
し
て
い
ま
す
。

私
た
ち
も
寄
せ
書
き
と
激

励
カ
ン
パ
を
送
り
、
短
時
間

で
す
が
一
緒
に
座
り
込
み
ま

し
た
。
暑
い
暑
い
沖
縄
で
の

風
を
共
有
し
た
思
い
が
し
ま

し
た
。

２
日
目
は
、
辺
野
古
へ
移

動
。
こ
こ
で
も
、
テ
ン
ト
小

屋
を
立
て
て
、
海
上
か
ら
の

監
視
も
し
て
い
ま
す
。
印
象

に
残
っ
た
言
葉
。
「
勝
つ
方

法
は
あ
き
ら
め
な
い
こ
と
」

ク
マ
ノ
ミ
の
絵
が
描
か
れ
た

横
断
幕
で
す
。

真
っ
青
な
海
、
自
然
の
宝

庫
で
あ
る
沖
縄
を
絶
対
に
米

軍
の
好
き
勝
手
に
は
さ
せ
な

い
の
思
い
を
新
た
に
し
た
沖

縄
の
旅
で
し
た
。

《主な活動報告 ７月》

☆7月22日 市内を平和行進が行く

「核兵器のない世界 非核と九条が輝く日本へ」と

毎年、北海道から出発した平和行進は各市町村をリレー

して市川市へ、江戸川区へと引き継ぎました。昨年を

超える25団体215人が参加し、沿道の皆さんへもア

ピールしました。

☆7月23日 ＪＡＬ争議支援決起集会

東京高裁不当判決

報告決起集会が開か

れ180人が参加。

「闘いの軌跡」上映、

弁護団報告、原告団

の決意表明。「あの

空へ帰ろう」を合唱。

☆7月26～28日 仙台で自治体学校

今年のテーマは「被災地

で学ぶホンモノの地方自治」

です。記念講演は「日本国

憲法の地方自治」を書き下

ろした杉原泰夫一橋大学名

誉教授。そして、被災地か

らの報告。浪江町長さん、河北新報の記者さん、町長

以下４０人の職員が犠牲となった岩手県大槌町の保健

師さんのお話。涙なしでは聞けませんでした。上司や

同僚が亡くなり、なぜ自分が生き残ったのか自問自答

し、自治体労働者はどうあるべきなのか、４人の子ど

もたちを後回しにして町民のために働いてきた３年間

を振り返り、報告しました。時々涙で言葉につまりま

した。考えることが多い学校でした。

７月１２日午後６時半から、市川市文化会館小

ホールで、日本共産党演説会をおこないました。

来年のいっせい地方選挙勝利へむけた全国遊説の

第１弾として、小池晃副委員長を迎えて、演説会

がひらかれました。会場いっぱいの参加者であふ

れました。初参加の方もたくさんおり、「小池さ

んのお話はわかりやすくて、ユーモアがあり、最

高でした。来てよかった」という感想を聞きまし

た。演説会では、浦安の弁護士さんが応援のメッ

セージ、岡田幸子県議の元気な訴え、浦安市議の

元木美奈子さん、市川市議団を代表して金子貞作

さんが決意を述べました。
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